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情報発信
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さまざまな媒体や活動を通じて、当社の経営ビジョン、戦略、成果をステークホルダーへ開示します。
あわせて、当社のDXの取組みを広く発信・共有し、地域社会と業界の活性化につなげてまいります。

(１）工場見学：地域/業種問わず工場見学を受け入れ、当社のＤＸへの取組を共有します
2023年： 7団体
2024年：10団体
2025年：12団体

(２）講演登壇や対談、工業会に参画して情報発信を行います
☆社長実績
2023年：5件/神戸市機械金属工業会会長に就任
2024年：4件
2025年：8件

(３）メディア(新聞/雑誌/他社様のサイトなど）・展示会で情報発信を行います
2023年：メディア(6件）/展示会(５件）
2024年：メディア(10件）/展示会(８件）
2025年：メディア(12件）/展示会(７件）

(４）コーポレートサイトや公式SNS(Instagram/Xなど)で情報発信を行います
発信広報チームをつくり、新卒社員含む若手社員もメンバーに加えて、幅広い世代に向けて発信します
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参考情報
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当社のDXへの取組が高く評価され、関西DXアワード2025でグランプリを受賞しました。
関西デジタル・マンス｜関西DX戦略2025｜公益社団法人 関西経済連合会
次頁以降は、取組みプレゼン資料となります。

https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
https://www.kankeiren.or.jp/kansai-dx/digital-month/
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KANSAI DX AWARD 2025発表
グランプリ受賞

「組織改革と独創の技術で競争力を生む」

“攻め”と“守り”のDX

～ものづくり企業のDX成功パターン～
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ＤＸ戦略概要
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経営ビジョン

「感じて伝える力を社会の力に」

二軸推進のDX戦略

攻めのDX
☆特定顧客依存からの脱却
☆コア技術をベースとした価値提供型企業へ
☆DX・AIの新規分野にチャレンジ
☆顧客と二人三脚で推進する「データに基づくデジタル改革」

守りのDX
☆社内の業務効率化と生産性向上
☆「トップの方針」×「現場の知恵」＝「DXサークル活動」
☆現場重視の「現場ファースト」

価値創造の転換

モノづくり コトづくり
要求仕様通りに設計 顧客課題から解決体験を設計

コア技術
組織改革

守りの
ＤＸ

攻めの
ＤＸ
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ＤＸ推進のきっかけ
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感染症拡大による事業リスク顕在化
☆特定顧客との取引に暗雲
⇒売上が下落し、取引継続の不透明感が増大

特定顧客への長期依存と実績の壁
☆長期に渡り特定顧客のみの受注
☆新規顧客開拓時に「実績が無い」という壁に直面
⇒付加価値創出の必要性を認識

「変わらねば終わる」という危機感

「じっとしていたら死んでしまう」

社長の強い危機意識が、価値提供型企業への転換を後押し

神戸市IoT推進事業で現場のムダを可視化
☆工場の稼働状況をデータ化
⇒これまで見えなかった非効率が判明

特定顧客依存

感染症拡大
売上下落

0自社発の
価値創出へ

危機感
「変わらねば終わる」
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直面した課題
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現場の意識改革
☆「人がやった方が早い」「部分的なDX導入は負担が増加する」などの反発
⇒理解が得られない

リソース不足
☆DX化に対する人材不足、マンネリ化したQCサークル活動
⇒ボトムアップ型改善の限界

トップダウンの限界
☆トップダウン指示では現場に具体像が描けない
⇒DXが抽象的な概念にとどまる

新規事業への慎重論
☆「いつ売り上げに繋がるのか」「その分野では無理では」
⇒社内から慎重論が

課題
DXをツールでは無く、「意識・リソース・業務設計」
を同時に組み替える組織変革と位置付ける必要があった

意識改革

リソース

慎重論

トップダウンの限界
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課題の乗り越え方
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課題克服のアプローチ

現場ファースト×実績の可視化
☆現場が利便性を体感しやすいDX対象を選定
⇒得た効果を数値化して共有
⇒体験と数値の両輪で意識改革

スモールスタート
☆手間・費用の小さいテーマから着手
⇒小さな成功体験を積み重ねる
⇒効果があったものを標準化・スケールアップ

ほどよいトップダウン×ほどよいボトムアップ
☆経営：方向性と投資枠を明示
☆現場：実装方法を主体的に決定
☆月次定例のDXサークルでテーマ選定～決裁まで一気通貫

社内アイデア募集と成功事例共有・新組織編成
☆全社から製品アイデアを募集し、DXを自分ごと化
☆新規分野に対応する組織を編成
☆成功事例は社内表彰、メディア掲載共有で実績を見える化
⇒モチベーションを継続的に向上

持続可能な

DX推進体制

現場ファースト

×

実績の可視化

スモール

スタート

トップダウン

×

ボトムアップ

社内アイデア

成功事例

新組織
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新体制の構築

攻めのDX～価値提供型企業への転換
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トップの強いリーダーシップと明確な数値目標
「じっとしていていたら死んでしまう」 という危機感のもと、
トップダウンの決断で売上高100億円企業へ

転換を支える要因

価値創造の転換

モノづくり コトづくり
要求仕様通りに設計 顧客課題から解決体験を設計

DXソリューション部
☆顧客ごとの課題解決を実現する
個別DXサービスの提供

新商品創出チーム
☆顧客の生の声に深く入り込む/産学連携
☆さまざまなコンソーシアムに参画
☆全社から製品アイデアを募る体系構築
⇒コア技術をベースに独自の製品企画・開発

70年以上の独創的技術の応用
日本初の自動ドア用コントローラ開発など、
培って来た技術を新価値創造に応用

レトロフィットIoTに着目
既存設備に後付け可能なIoT開発に着目
顧客の導入ハードルを下げDX化を加速

オープンイノベーション/産学連携
産学連携・異業種との共創を通じて
実績と信頼を積み上げる戦略的アプローチ

顧客と共創
顧客の漠然とした課題を二人三脚で課題解決
更なる改善提案・開発を進める協働体制へ

独創のコア技術で「コトづくり」
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攻めのDX～成果
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【国内外から引き合い多数】

【カスタム品大規模受注】
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守りのDX～現場主導の業務改革
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DX導入ありきではなく、「現場の知恵をデジタルで強化」

「ほどよいトップダウン」×「ほどよいボトムアップ」

経営層：方向性/投資枠を明示
現場：実装方法を主体的に決定

DXサークル活動

月1回の定期開催
社長、各部署現場メンバーが集まり、課題とDXアイデア協議

社長直轄運営
トップが直接関与することで組織全体のDX意識向上

即時決裁
合意施策は上層部が即時決裁し、
着想から導入までを迅速化

「現場ファースト」の徹底

現場への浸透

体験による納得と効果の可視化
実際に利便性を体験し、効果をデータとして可視化
⇒改善意欲が自然に加速

自走する改善サイクル確立

小さな成功体験の積み重ね
積み重ねによりDX化と改善が自然と回るサイクルを確立
⇒現場の主体性・デジタル活用マインドが向上
⇒組織全体のDX推進力を底上げ
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守りのDX～成果
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自動搬送ロボット
☆製造ラインに自動でロボットを呼び出す仕組み
☆リフト/エレベータと自動連携
☆ソフトは自社開発

年間1,000時間超の移動工数削減

設備停止の即時通知システム
☆設備の表示灯色を通知するIoT機器を自社開発
振動検知機能も持たせ「稼働・待機」を判別

迅速な対応と稼働率向上を実現

上長呼び出しシステム
☆市販のレストラン呼び出しシステムをカスタマイズ
上長に腕時計端末を導入

☆呼び出し履歴を蓄積・分析して
事前対策を展開

年間48万円のコスト削減

空調の省エネ/CO2排出量削減
☆自社開発のwattXplorerを空調に設置
消費電力が想定以上
外部室外機が汚れていることが判明
室外機清掃により省エネ実現

23％の省エネ/CO2排出量削減
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社外への波及効果
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顧客工場へのwattXplorer展開
☆顧客工場・施設の電気動力設備にwattXplorer導入
⇒CO2排出量算定・異常監視・機械寿命予測など実現
⇒企業、地域社会の脱炭素推進に貢献

Microsoft AIラボでの共創
☆自社IoT製品展示や共同開発を通じてAI事業領域を開拓
⇒地域の技術力向上に貢献

地域企業のDX推進支援
☆地域内外企業からの工場見学を受け入れ、当社の成功体験を共有
⇒DX推進の機運醸成と活性化に貢献
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目指す未来
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RobAIoT（商標登録済）

Robot＋AI＋IoT【自立出力×データ処理×センサ入力】サービスを提供し

SDGs支援と次世代産業革命を担う世界的企業への成長を目指す

入力 処理 出力
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ご覧いただき
ありがとうございました
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